石狩市公立小中学校事務職員第３１回学校間連携会議
２０１２年３月9日　
於：市庁舎２０１号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告
　　　　　２月２１日（火）
職員向け事務だよりアップ（花川中）

　　　　　２月２７日（月）
日刊連携会議93号（教育用ＰＣの更新について）



２０１１学校予算に関する調査アップ
３．協議題
（１）2011年度版「石狩市の学校間連携」について　～　別紙１
　　　

（２）研究グループ年間反省について　～　別紙２
（３）学校事務説明会に向けたＱ＆Ａについて　～　別紙３

（４）2011年度活動の反省集約について　～　別紙４

４．実践交流
５．連絡事項

・２０１２年度初めの連携会議（５月）で事務局及び各グループ年間計画の確認を行う予定です。各グループはそれまでに年間業務計画のグループ案を作成してください。
＜別紙１＞２０１１年度版「石狩市の学校間連携」について
（１）２０１１年度版「石狩市の学校間連携」原案検討

　　　提案資料は、別ファイルで送信します。
（２）製本について

①本日の論議による修正部分を含め、後日完成PDFファイルをメールで送信します。

②製本は、各学校で必要部数を作成します。

③環境用紙を使用し、表紙も同じとします。綴じ方は左綴じホチキス止めとします。

（３）配付先と配付方法等

　　　①教育委員会

製本を事務局から配付（面談にて）

　　　②各校長

各学校で印刷製本し配付

　　　③学校支援推進委員

各学校で印刷製本し配付

　　　（学校支援推進委員については校長の許可を得てください）

（４）かがみ文書を用意したのでご利用ください。

＜別紙２＞研究グループ年間反省について（提案研究グループ）
【アンケート回答結果】
　１．研究課題解決へ向けた取組について　※管内、全道の研究課題への取組

①連携会議を中心にした各種調査でとても充実したものとなっていると思います。引き続き学校間連携を通した財政財務活動の推進をお願いします。
②全道の研究課題を受けての管内研究とおさえています。会議の時、積極的な発言を望みます。わからない、難しいのままでは、なおさら進めなくなると思う。

　　　２．研究部全体の活動について　※二次集会レポートの作成に向けて

①連携会議事務局と連携を図りながらレポート作成等の活動を行ってきていると思います。もう少しこの体制で進めていけたらよいと思います。
②連携会議で作成していて、実際は研究部としてやっていないので、もう少しかかわってもいいのでは。

　　　３．各研究会へ向けた取組について　※出席状況等も含めて

①二次集会については皆さんのおかげで、出席率が上がってきていると思いますので、引き続き研究部を中心に参加の呼びかけをお願いします。
②良い。
③固定化している（出欠ともに）管内研究＝全道とおさえて研究会への積極的な参加を！北海道と違った観点の全国への参加もあると思うが、H２４年は岩見沢市ですし、石狩市の発表ですので、全員参加が理想です。

　　【見　解】
①研究課題解決へ向けた取組については、これまでとおりの進め方でよいと考えます。但し、研究課題の内容について、より一層の理解を図る必要があると思います。そのことが、より議論を活発にし、研究課題を深めることになると考えます。
②二次集会レポートの作成については、連携会議と連携しながらやってきました。連携会議で作成したレポートについて、研究部としての議論等が不十分であった面もあると思います。どちらかが作成するのかはともかく、研究部としての議論なども考える必要があると思います。
③研究会へ向けた取組については、出席状況の固定化も見られる面もあります。市事務協・連携会議事務局とも連携しながら出席者数のアップを図っていきたいと思います。特に今年度は、全道大会での問題提起もありますので、積極的に参加を呼び掛けていきます。　

＜別紙３＞学校事務説明会に向けたＱ＆Ａについて

１．目的

　毎年4月に開催される学校事務説明会では、主に事務処理手続きに関しての説明がなされていますが、予算を適切かつ効果的に執行するための協議と言う観点では不十分な内容となっています。連携会議では、「提言2009」で、学校事務説明会の在り方にも言及しましたが残念ながら改善にいたっていません。
　そこで、次年度の学校事務説明会については、事務処理手続きに加えて学校配分予算の有効活用を図る観点から、改善提案や質問事項を集約し事前に学校教育課に検討してもらうようとりくみます。
２．意見集約方法

学校事務説明会当日に質問したいことや意見反映したい点を、連携事務局に提出してください。報告の方法、様式は問いませんが、質問や意見の主旨がはっきりわかるように念入りな文章表記をこころがけること。

集約締め切り予定は3月21日。本日の会議での提案も集約します。

３．現時点で想定される質問の例
①昨年の説明会で図書購入の執行限度額を二十万円に引き上げることを検討すると説明があったが、検討状況はどうなっているか。

②コンピューターソフト教材で、教員用や校務用ＰＣソフトを購入してよいか。特に「一太郎」。
＜別紙４＞２０１１年度活動の反省集約について
（１）２０１１年度の活動の反省は、２０１２年度第１回連携会議に提案しますが、各校事務職員からの意見集約を参考にして提案します。

（２）意見集約は、次ページの用紙で行います。

（３）意見集約用紙に、記入して年度内に事務局まで提出してください。

２０１１年の学校間連携活動反省意見集約用紙（年度内に事務局に提出）

※予算要望に関する反省は終了しているので、それ以外のことについてお尋ねします。
１．事務局や各グループの依頼による調査の負担度合いはどうでしたか。

　　□かなり負担であった。　□やや負担、あるいは内容によっては負担だった。

　　□それほど負担ではなかった。

２．具体的に、どのような調査が負担でしたか。（できれば理由も）

	


３．２０１１年のとりくみで、成果を感じられた事項は何でしたか。（できれば理由も）

	


４、２０１１年のとりくみで、あまり成果を感じられなかった事項は何ですか。（できれば理由も）

	


５．来年度、更に力を入れるべき事項や新しくとりくむべき事項はありますか。（できれば理由も）

	


６．来年度、廃止または縮小すべきとりくみはありますか。（できれば理由も）

	


７．その他、一年間の活動で気づいた点などありましたら、自由に記入してください。

	


【学校名　　　　　　　　　　　　　　　　】
平成　　年　　月　　日


様


石狩市公立小中学校事務職員学校間連携会議議長
（石狩市立花川中学校事務職員）

　　高　橋　純　一

２０１１年度版「石狩市の学校間連携」の配付について

　小中学校の卒業式も終了し、一段と春陽の増す今日この頃ですが、貴職におかれましては石狩市の教育推進にご尽力を賜り、深く感謝申し上げます。

さてこの度、当会議におきましては、この一年間の活動をまとめた「２０１１年度　石狩市の学校間連携」を作いたしました。この間の関係各位のご協力に厚く御礼申し上げます。

つきましては別添の通り配付をいたしますので、ご査収くださいますとともに、ご意見等ございましたら事務局までお寄せいただきますようお願いいたします。

今後とも、「学校間連携会議」に対するご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。






